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平成29年度 第1回安曇野市図書館協議会 会議概要  

１ 審議会名  平成29年度 第1回安曇野市図書館協議会           

２ 日  時  平成29年6月23日 午後1時30分から午後3時まで 

３ 会  場  安曇野市穂高交流学習センター 多目的交流ホール      

４ 出 席 者  三澤会長、田村副会長、中村委員、山田委員、福澤委員、樋口委員 

５ 市側出席者 丸山図書館交流課長兼中央図書館長、青柳豊科図書館長、遠藤三郷図書館長、百

瀬堀金図書館長、小笠原明科図書館長、細田課長補佐、奈良澤副主幹、沖副主幹 

６ 公開・非公開の別  公開       

７ 傍聴人  2 人    記者 1 人  

８ 会議概要作成年月日  平成29年7月1日  

 

〇会議の概要 

１ 開会 （丸山課長） 

２ あいさつ （三澤会長） 

３ 協議・説明 

（1）平成 28年度安曇野市図書館事業報告について 

（2）第 2次安曇野市図書館基本計画について 

・市民ワークショップ開催について 

（3）その他 

４ その他 

（1） 三郷交流学習センター建設事業について 

  ・工事の進捗状況について 

  ・愛称募集について 

  ・現場見学会について 

 

３ 協議・説明概要 

（１）平成 28年度安曇野市図書館事業報告について 

各図書館長より説明 

委員・28年度事業報告に主な事業が記載されているのですが、これそのものが当初の計画に照らしてどういったこ

とが言えるのか。そういったところを補足していただければと思います。 

事務局・事業種別いろいろありますが、例えばブックスタートは、基本方針の「地域の協力を高める」に該当しま

す。それを精査しながら、実施した事業を評価し、次の計画等に結びつけていければなと思います。 

委員・説明の中でも評価があったとか、今まで続けてやってきている部分で、数年実施されている方も積極的にや
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られているという話がありましたので、これからも続けていただければと思います。 

議長 他に無いようですので、平成28年度安曇野市図書館事業報告についてよろしいですか。 

 

（２）第２次安曇野市図書館基本計画策定について 

事務局・第１次計画の基本方針の検証と第２次計画の方向性の検討ということで、これからの進め方等について、

今日ご提案させていただきます。 

  具体的な進め方ですが、第１次計画策定時の目標値の達成状況、また、それぞれ３つのアンケートの数値等を

比較して、今後の方向性を出していきたいと考えてみました。１人当たりの貸出点数がどれくらいあったか、ア

ンケートの満足度、国で平成24年に策定した「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」などを参考に、本市の

図書館はどうしていくかを考えながら、今後の方向性を出していきたいと考えています。今後、司書や館長を含

め検討し、提案書をつくり、次回の図書館協議会でご協議いただければと考えております。 

委員・市民ワークショップのＰＲはどうされますか。 

事務局・広報で市民ワークショップの募集案内を掲載しました。近日中に各図書館に募集チラシと要項を置き、周

知を図ります。 

今回のワークショップですが、昨年末にアンケート調査を実施し、多くの方からご意見をいただきましたが、

さらに身近に図書館を利用されている方からご意見をいただきたい、これからの図書館をこんな図書館にしてほ

しいなどのご意見をいただければということで計画しました。 

  テーマとしては、「こんな、あんな、図書館があったらいいね！ 誰でも利用しやすい身近な図書館を目指し

て」というテーマで開催させていただく予定です。 

委員・各図書館にチラシを置いてみていただくということですか。 

事務局・チラシと広報紙でご案内をさせていただいています。また、ポスターも作成し、できるだけ多くの方に周

知をしたいと思っています。 

委員・今全てでそうですが、片仮名とか横文字が出てきて、ワークショップって聞いただけでもって抵抗感を感じ

る方や「ワークショップとは何？」という方も多いのでは。「ワークショップはこんなものですよ」ということ

を言ってやることが必要ではないかと感じます。 

委員・同様の意見ですが、人数を20名に限定されていますが、人数にこだわらず、一般の方、図書館によく来てい

る人、学生さん、勤めている方など、たくさんの方々の意見を集めることができればと思います。 

事務局・本日いただいたご意見につきまして、できる限り沿っていきたいと思います。 

議長・アンケート結果の満足度で、視聴覚資料がけた外れに満足度が低い。要は「ＤＶＤ等が少ないので、もう少

したくさん集めよう」という意味で「満足していない」ということですか。 
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事務局・アンケート結果ですが、視聴覚のAVブースを利用する方が少ないので、少ないというか、分からないから

評価できないので満足度が低い結果になっていると思います。 

 

４ その他 

（1）三郷交流学習センター建設事業について 

事務局・三郷交流学習センターの建設工事は、今年1月17日に起工式を行い、工事の進捗状況が５月末で29.1％と

なっています。ほぼ鉄骨工事が終わり、これから屋根工事に入る予定です。 

  続いて、三郷交流学習センターの愛称の募集をかけさせていただきたいと思っています。三郷交流学習センタ

ーのＰＲも兼ねて、７月１日から募集。その後、選考委員会で応募された中から５点ほど選び、その中から市民

に投票していただき決定していく予定です。合わせて、建設工事の状況を市民の皆さんにも見ていただく機会を

ということで、現場の見学会を７月29日に開催します。 

委員・駐車場は何台くらいですか。 

事務局・三郷支所等の駐車場が約70台、支所北側に約30台、文化公園体育館に砂利の駐車場が約100台という状況

です。 

議長・先ほど事業報告を見て「この講演会、聞きたかったな」と思うのがありました。いつも地元地域を中心に見

ていますが、市内全館の行事を知る方法はありますか。 

事務局・各館に年間行事予定表というのを５館分まとめて作成しました。上半期・下半期ということで、講座・講

演会、お話し会等の予定を一覧表でまとめて、各図書館に掲示をさせていただいています。 

委員・回覧とか広報とか、見ないで捨ててしまう人が多いだろうと思います。行事等に参加してもらうには、人と

人とのつながりやメディアを使ったりしていくしか手法がないのではないかと思います。 

事務局・前回の協議会にて読書通帳のご質問をいただきました。昨年度の様子は、本日報告しました。今年度、４

月１日からの「こどもの読書月間」に行った「マスキングテープで飾った読書通帳等」の配布数が710冊、また、

小学生が10冊以上、中学生が５冊以上読んだ方にお渡ししたプレゼントが300を超えました。 

委員・情報を得たい人には自動的に流れる仕組みをつくる必要もあるかなと思います。例えば県の生涯学習推進セ

ンターにメールを登録すると色々な講座の案内がきます。例えばこういうイベントをやりますよとか、こういう

講座に参加してくださいとか、分野ごとに登録ができるので、そういうシステムも考えてみたらと思います。 

事務局・ご提案ありがとうございます。今生涯学習推進計画を生涯学習課で策定していまして、同じことがテーマ

に上がっています。市全体の講座みたいな形で流していくようなシステムが検討していければなと思います。 

議長・よろしいですか。それでは、これをもちまして第 1回図書館協議会を閉じさせていただきます。 

以上 


